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▽
松
本
保
さ
ん
＝
川
北
町

＝
の
投
稿
写
真
①

　

三
十
年
前
か
ら
毎
年
、
町

内
の
知
人
宅
の
駐

車
場
に
ツ
バ
メ
が

営
巣
し
て
い
ま

す
。
こ
と
し
も
五
羽
が
誕

生
、
親
が
ひ
な
に
大
き
な
ト

ン
ボ
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹁
チ
ッ
キ

ン
君
﹂
さ
ん
の
投
稿
写
真
②

　

小
幡
緑
地
本
園
の
近
く
で

見
つ
け
た
キ
ノ
コ
。
毒
々
し

い
感
じ
で
し
た
が
、
ど
ん
な

キ
ノ
コ
な
の
か
？
ど
な
た
か

教
え
て
く
だ
さ
い
！

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

「
え
っ
」
と
驚
い
た
り
、

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
ご
家
庭
や
守
山
区
内

で
の
出
来
事
な
ど
、
あ
な

た
が
と
ら
え
た
〝
身
近
な

ス
ク
ー
プ
〟
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
（
で
き
る
だ
け
詳

し
く
）
や
コ
メ
ン
ト
な
ど
を

明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０

０
０
７
、
松
坂
町
３
５
２
、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
紙

上
写
真
展
」
係
へ
。

　

メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝m-homene

ws@gctv.ne.jp

＝
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２

１

幸
三
隊
長
は
「
診
断
結
果
を
具

体
的
な
防
犯
対
策
に
し
て
、
皆

さ
ん
に
広
報
し
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

　

名
古
屋
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
増
田
卓
司
会
長
）
は
先

月
三
十
日
、
こ
と
し
で
五
十
年

目
と
な
る
「
愛
の
交
通
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
」
の
出
発
式
を
守
山

署
＝
脇
田
町
＝
で
行
っ
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
全
国
の
交
通

事
故
死
者
数
が
約
一
万
七
千
人

を
記
録
し
「
第
一
次
交
通
戦

争
」
と
呼
ば
れ
た
一
九
七
〇
年

の
翌
年
、
広
報
車
「
ラ
イ
オ
ン

号
」
に
よ
る
啓
発
活
動
を
ス
タ

ー
ト
。
現
在
も
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
の
日
」
（
毎
月
０
の
付
く

日
）
に
合
わ
せ
て
区
内
を
巡

り
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。

　

出
発
式
は
守
山
署
玄
関
前
で

催
さ
れ
、
会
員
と
署
員
ら
約
二

十
人
が
出
席
。
杉
浦
巌
署
長
が

「
暑
さ
で
運
転
の
集
中
力
も
切

れ
て
し
ま
い
や
す
い
時
期
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
で
啓
発
を
し

て
い
た
だ
け
る
の
は
あ
り
が
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

こ
の
日
は
ラ
イ
オ
ン
号
の

ほ
か
、
パ
ト
カ
ー
や
交
通
安

全
協
会
の
車
両
な
ど
も
加
わ

り
、
計
四
台
で
パ
ト
ロ
ー
ル

に
出
発
。
同
ク
ラ
ブ
の
増
田

会
長
は
「
ド
ラ
イ
バ
ー
・
自

転
車
に
乗
る
人
・
歩
行
者
の

三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
を
思
い
や

り
、
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ

て
行
動
で
き
る
よ
う
、
新
た

な
取
り
組
み
も
し
て
い
か
な

く
て
は
」
と
話
し
て
い
た
。

ズ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
プ
レ

ゼ
ン
ト
係
へ
。

　

と
も
に
締
め
切
り
は
三
十
一

日
（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

所
の
確
認
に
出
発
。
防
犯
設
備

士
は
、
住
宅
を
囲
む
フ
ェ
ン
ス

に
つ
い
て
「
適
当
に
隙
間
の
あ

る
格
子
タ
イ
プ
が
い
い
。
空
き

巣
が
潜
め
な
く
な
る
」
や
「
植

栽
も
背
が
高
く
な
い
方
が
い

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

通
学
路
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
向
き
や
街
路
灯
の
必
要
性
を

指
摘
。
ま
た
、
玄
関
先
の
フ
ラ

ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
る

と
「
花
が
あ
る
と
皆
さ
ん

の
目
が
い
き
、
安
全
に
つ

な
が
る
」
「
花
を
通
じ
て

地
域
に
一
体
感
が
生
ま
れ

る
」な
ど
と
呼
び
掛
け
た
。

　

参
加
者
ら
は
二
時
間
ほ

ど
か
け
て
学
区
内
を
巡

回
。
「
予
算
確
保
に
努

め
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
増
や

し
て
い
き
た
い
」
と
同
学

区
連
絡
協
議
会
の
小
島
和

美
会
長
。
自
主
防
犯
組
織

「
瀬
古
防
犯
隊
」
の
瀬
尾

っ
」
と
驚
く
声
が
上
が
っ
た
。

　

演
奏
で
は
「
天
国
と
地
獄
」

や
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲　

第
５

番
」
な
ど
、
誰
も
が
よ
く
耳
に

す
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
披
露
。
児

童
ら
は
首
を
小
さ
く
動
か
し
て

リ
ズ
ム
を
取
る
な
ど
鑑
賞
を
楽

し
み
、
曲
が
終
わ
っ
た
時
に
は

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

に
登
場
す
る
楽
器
を
順
番
に
奏

で
な
が
ら
、
名
前
や
特
徴
を
紹

介
。「
ホ
ル
ン
の
管
を
伸
ば
す
と

長
さ
は
何
メ
ー
ト
ル
」
と
い
っ

た
ク
イ
ズ
も
出
題
し
、
そ
の
答

え
（
約
四
㍍
）
に
客
席
か
ら
「
え

　

区
内
八
つ
の
小
学
校
の
四
年
生
約
八
百
人
を
招
待
し
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
演
奏
な
ど
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
す
る
体
験
型
コ
ン

サ
ー
ト
が
六
月
二
十
二
日
か
ら
三
日
間
、
守
山
文
化
小
劇
場
＝

小
幡
南
一
＝
で
開
か
れ
た
。

　

市
文
化
振
興
事
業
団
が
、
市

内
の
小
学
四
年
生
を
対
象
に
開

催
。
事
業
で
得
た
収
益
を
活
用

し
、
次
世
代
の
文
化
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心
を
育
ん

で
も
ら
う
の
が
目
的
。
昨
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
中
止
し
た
が
、
二
〇
一
八
年

か
ら
六
年
か
け
て
約
二
百
六
十

校
の
一
万
八
千
人
を
招
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

二
十
三
日
・
午
後
の
部
に
は

苗
代
小
の
百
三
十
四
人
を
招
待

し
、
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽

団
が
出
演
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演

奏
に
続
い
て
鑑
賞
マ
ナ
ー
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
行
い
、
「
拍
手
は

ど
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
る

の
」
や
「
写
真
を
撮
っ
て
も
い

い
の
」
な
ど
気
を
付
け
る
こ
と

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏

　

本
年
度
・
生
活
安
全
地
域
活

動
重
点
推
進
学
区
の
瀬
古
学
区

で
先
月
五
日
、
防
犯
の
専
門
家

と
学
区
内
を
歩
い
て
危
険
箇
所

を
確
認
す
る
「
ま
ち
の
防
犯
診

断
」
が
催
さ
れ
、
地
域
住
民
や

守
山
署
員
ら
が
参
加
し
た
。

　

同
学
区
で
は
こ
と
し
一
―
六

月
、
自
動
車
盗
二
件
と
侵
入
盗

五
件
が
発
生
し
、
両
犯
罪
を
合

わ
せ
た
数
は
区
内
ワ
ー
ス
ト
。

「
ま
ち
の
防
犯
診
断
」
は
同
学

区
と
守
山
署
、
守
山
区
役
所
が

実
施
し
た
も
の
で
、
地
域
全
体

の
防
犯
力
向
上
が
狙
い
。
県
警

か
ら
業
務
委
託
を
受
け
た
防
犯

設
備
士
が
診
断
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
は
瀬
古
会
館
＝
幸
心

二
＝
へ
集
ま
っ
た
後
、
危
険
箇

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
地
域
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
―
。
フ
ジ

建
設
＝
吉
根
二
、
コ
メ
リ
パ
ワ

ー
名
古
屋
竜
泉
寺
北
店
＝
桔
梗

平
一
、
銘
建
興
業
＝
桔
梗
平
三

＝
は
六
月
十
七
日
、
吉
根
学
区

防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

と
大
規
模
災
害
時
の
支
援
協
力

に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
た
。

　

三
つ
の
事
業
所
は
大
規
模
災

害
時
、
駐
車
場
や
敷
地
を
一
時

的
な
避
難
場
所
と
し
て
提
供
。

加
え
て
フ
ジ
建
設
と
銘
建
興
業

は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
運
転
手

を
含
む
重
機
や
車
両
の
提
供
、

発
電
機
や
機
械
、
工
具
な
ど
の

貸
し
出
し
も
す
る
。

　

締
結
式
は
吉
根
公
民
館
＝
吉

根
二
＝
で
催
さ
れ
、
関
係
者
ら

十
四
人
が
出
席
。
覚
書
の
内
容

確
認
、
署
名
と
押
印
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
立
会
人
の
丹
羽
達
夫

守
山
消
防
署
長
が
地
域
防
災
協

力
事
業
所
の
表
示
証
を
そ
れ
ぞ

れ
に
交
付
し
た
。

　

各
事
業
所
代
表
あ
い
さ
つ
で

は
「
災
害
時
、
皆
さ
ん
の
力
に

な
れ
れ
ば
」
と
フ
ジ
建
設
の
神

谷
健
明
総
務
課
長
。
ま
た
、
コ

メ
リ
パ
ワ
ー
名
古
屋
竜
泉
寺
北

店
の
羽
生
大
輝
店
長
は
「
迅
速

に
、
私
ど
も
が
で
き
る
こ
と
を

し
た
い
」
、
銘
建
興
業
の
柴
田

隆
司
代
表
取
締
役
は
「
有
事
の

際
に
は
、
で
き
る
限
り
地
域
に

協
力
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

吉
根
学
区
は
二
〇
一
一
年
の

台
風

号
で
、
内
水
氾
濫
に
よ

る
床
上
・
床
下
浸

水
な
ど
の
水
害
を

経
験
。
区
政
協
力

委
員
会
の
澤
壽
雄

委
員
長
は
「
避
難

で
き
る
場
所
が
増

え
、
と
て
も
あ
り

が
た
い
。
何
も
起

こ
ら
な
け
れ
ば
い

い
こ
と
だ
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の

安
心
に
つ
な
が

る
」
と
話
し
て
い

た
。

　

守
山
区
出
身
で
白
沢
小
・
守

山
北
中
の
卒
業
生
、
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
後
藤
浩
二
さ
ん
が

九
月
二
十
六
日
、
故
郷
で
は
初

め
て
と
な
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

く
。
守
山
文
化
小
劇
場
で
の
演

奏
に
向
け
「
地
元
へ
の
恩
返
し

と
し
て
音
楽
を
届
け
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

　

後
藤
さ
ん
は
一
九
七
三
年
生

ま
れ
、
父
親
の
影
響
で
四
歳
か

ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
を
始
め

た
。
高
校
時
代
に
ビ
ル
・
エ
バ

ン
ス
（
ピ
ア
ノ
）
の
演
奏
を
聴

い
て
ジ
ャ
ズ
に
興
味
を
持
ち
、

南
山
大
学
入
学
後
す
ぐ
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ノ
を
弾
き
始
め
た
。

　

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
へ
の
出
演
ほ

か
演
奏
活
動
を
在
学
中
に
開
始

し
、
卒
業
と
同
時
に
プ
ロ
デ
ビ

ュ
ー
。
数
多
く
の
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
や
ア
ル
バ
ム
制
作
、
作
曲

だ
け
で
な
く
、
地
元
ラ
ジ
オ
局

で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
も
務
め

る
な
ど
幅
広
く
活
躍
。
現
在
は

名
古
屋
を
拠
点
に
、
精
力
的
な

活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

先
月
八
日
、
会
場
の
下
見
で

守
山
文
化
小
劇
場
を
訪
れ
て
い

た
後
藤
さ
ん
に
、
今
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
つ
い
て
な
ど
少
し
だ

け
話
を
聞
い
た
。

　

―
白
沢
小
・
守
山
北
中
で
の

ピ
ア
ノ
に
関
す
る
思
い
出
は
？

　

「
ク
ラ
ス
対
抗
の
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
で
ピ
ア
ノ
を
弾
か
さ
れ

る
の
が
嫌
で
し
た
。
当
時
、
ピ

ア
ノ
は
女
の
子
が
弾
く
も
の
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
か

ら
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
結
局
、

合
唱
を
し
た
こ
と
が
な
く
て
」

　

―
守
山
区
の
い
い
と
こ
ろ
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

「
自
然
が
あ
っ
て
空
気
が
お

い
し
い
し
、
で
も
特
に
不
便
で

は
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
遊
び
場

も
近
所
に
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す

し
、
育
つ
の
に
と
て
も
い
い
環

境
だ
と
思
い
ま
す
」

　

―
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ

い
て
一
言
。

　

「
よ
う
や
く
で
す
が
、
初
め

て
守
山
区
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地

元
へ
の
恩
返
し
と
し
て
音
楽
を

届
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昔
の
友
達
や
先
生
に
会
え
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
、

楽
し
み
の
一
つ
で
す
」

　

後
藤
さ
ん
出
演
の
「
名
器
ス

タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
で
聴
く
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト　

後
藤
浩

二　

ｗ

ｉ
ｔ
ｈ　

平
手
裕
紀
」

が
九
月
二
十
六
日
（
日
）
、
守

山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝

で
開
か
れ
る
。
午
後
二
時
開

演
、
同
一
時
十
五
分
開
場
。

　

今
回
は
、
ピ
ア
ノ
と
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
の
〝
二
刀
流
プ
レ
ー
ヤ

ー
〟
で
春
日
井
市
出
身
の
平
手

裕
紀
さ
ん
と
協
演
。
名
曲
の

数
々
や
華
や
か
な
ピ
ア
ノ
連
弾

な
ど
を
繰
り
広
げ
、
ジ
ャ
ズ
の

魅
力
を
名
器
の
響
き
で
伝
え
る

ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
枯
葉
」

（
Ｊ
・
コ
ズ
マ
）
、
「
ア
イ
・

リ
メ
ン
バ
ー
・
ク
リ
フ
ォ
ー

ド
」
（
Ｂ
・
ゴ
ル
ソ
ン
）
、

「
星
に
願
い
を
」
（
Ｌ
・
ハ
ー

ラ
イ
ン
）
、
「
Ｉ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

…
」
（
藤
原
聡
―
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ

ｉ
ａ
ｌ
髭
男
ｄ
ｉ
ｓ
ｍ
）
ほ
か
。

　

チ
ケ
ッ
ト
（
全
指
定
席
）
は

千
八
百
円
、
感
染
症
対
策
の
た

め
百
八
十
席
限
定
。
未
就
学
児

入
場
不
可
。
問
い
合
わ
せ
は
守

山
文
化
小
劇
場
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
の
招
待
券
を

本
紙
読
者
四
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　

【
応
募
方
法
】

　

〈
メ
ー
ル
〉
件
名
に
「
ジ
ャ

ズ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
本

文
に
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
⑤
お
近
く
の
中
日
新

聞
販
売
店
名
を
記
入
し
て
＝ci

rcle@m-hn.com

＝
へ
。

　

〈
郵
送
〉
は
が
き
に
①
か
ら

⑤
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五
二
、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
ジ
ャ

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
後
藤
浩
二
さ
ん

来
月

日 

故
郷
・
守
山
で
の
初
コ
ン
サ
ー
ト

「
地
元
へ
の
恩
返
し
と
し
て
音
楽
を
届
け
た
い
」

学
区
内
危
険
箇
所
を
確
認「
ま
ち
の
防
犯
診
断
」

生
活
安
全
地
域
活
動
重
点
推
進
学
区
の
瀬
古
学
区

大
規
模
災
害
時
の
支
援
協
力
に
関
す
る
覚
書

吉
根
学
区
内
の
３
事
業
所
と
同
学
区
が
締
結

「
愛
の
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」が

年
目

名
古
屋
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
出
発
式
を

次
世
代
の
文
化
担
う
音
楽
鑑
賞
者
を
育
成

４
年
生
児
童
８
０
０
人
が
体
験
型
コ
ン
サ
ー
ト

羽生店長、神谷総務課長、柴
田代表取締役（前列左から）

気付いた点など防犯設備士
の話に住民らが耳を傾けた

杉浦署長と会員らがパトロー
ルに向かう車両を送り出した

生粋の守山育ち―後藤浩二さん

平手裕紀さん

手
拍
子
を
世
界
の
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
楽
し
む
遊
び

も
催
さ
れ
た


